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 １月に入って、新型コロナ感染症については、
毎日の感染者の数が増えており、たいへん心配
されます。新聞を見ると、まん延防止等重点措
置についても、２６日には、１８道府県を追加
適用され、３４都道府県に拡大されたとありま
した。また、１日の新規感染者が６万人を超え、
また、熊本でも１千人を超えました。 
今までも、感染拡大を防ぐ取り組みをやって

きましたが、これから、より一層の取り組みが
必要だなと思います。学校では、とにかく「つ
ば」をとばさない、そして「換気」を心がけてい
ます。教室は暖房だけでは暖まりにくいので、
ストーブも設置しました。そして、窓を開けて
授業しています。歌やリコーダー、鍵盤ハーモ
ニカはやはりリスクが高いので今しばらく休止
です。 
今回の「オミクロン株」は感染力が強いと言

われています。いろんな対策をしても広がるか
もしれません。私たちは、１０月の人権の日に
熊本県で１０番目に新型コロナに感染された、
前田強様のお話を聞きました。感染対策はしっ
かりしますが、感染を防ぐことはできないかも
しれません。だからこそ、前田様が話されたこ
と「『もし、自分や 家族や友達がかかったら、どう
するか』を常に 考えて、他人を思いやる気持ちを
もって、温かい言葉や励ましの言葉をかけることが
できる人であってほしいです。悪いのは感染した人
ではなく、ウイルスです。一人はみんなのために、み
んなは一人のために、思いやりのある行動をできる
人になってほしい」ということばを胸に、日々、が
んばっていきます。 

 
 

 ５年生の家庭科では、ミシンを使った学
習をしています。前期には、手縫いの学習を
しましたが、このミシンを使うのは初めて
の経験で、みんな四苦八苦しながら取り組
んでいます。ボビンに糸を巻くのも初めて
です。ボビンをセットして、上糸を順番にか
けて･･･。ミシンは、決まったとおりにして
いないと、ちゃんと動いてくれません。 
５年生９名は、お互い教え合いながら、集

中して取り組んでいました。基本縫いの練
習をしたら、次はエプロンづくりです。楽し
みです。 

  
 
２５日、２年生の体育は、サッカーでした。

このサッカーは、子どもたちの中では、かなり
の個人差がありました。とにかく、足でボール
を蹴るということの経験が少ない子どもと、と
っても慣れている子どもとが極端でした。そこ
で、担任の上村先生は、とにかく、みんなが楽
しくボールを蹴るということを心がけて、列ご
とのボール運び競争やボール蹴り競争などで楽
しませていました。ボールを使った運動は、ボ
ールにどれだけ触れていたかが大事です。みん
なですると何でも楽しいね。 

コロナ感染症の感染拡大がとまりません。 ミシンを使うと縫うのがはやいね。 

サッカーにも挑戦しよう！！ 

 

 
 

 ３年生の理科では、今、「じしゃくのふし
ぎ」の学習をしています。磁石を身の回り
の物に近づけたときにどのようになるのか
調べる活動を通して磁石の性質などを学ん
でいきます。 
 １月２５日（火）は、その１時間目でし
た。Ｕ字型や丸型などの磁石をくっつけた
り、離してみたりして、磁石の性質を調べ
てみました。「あれ、磁石同士でおいかけっ
こができるね」「これは、くっつくよ」など、
さまざまな声があがっていました。これか
らも、意欲的に学んでほしいです。 

じしゃくっておもしろいね。（３年生） 

  

  

  

 

１月２０日に書き初め大会の審査があり、
四小から、９名入賞しました。 
【１年生】前川みちるさん 
【２年生】島田あおいさん 
【３年生】作野ももかさん 
【４年生】嶋村りささん 
【５年生】野口さえさん、黒田ゆうとさん 
【６年生】伊藤ほのさん、星先りいちさん 
※伊藤ほのさんは入選、ほかのみんなは佳作
の入賞でした。おめでとうございます！！ 

玉名荒尾書き初め大会入賞おめでとう 


